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令和３年度 第１回 学校アンケート（児童）のまとめ 

 

 １学期末に児童を対象に学校アンケートを実施しました。結果についてご報告いたします。 

 

＜アンケート項目＞ 

１，２年生                     ３，４年生                    ５，６年生 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 主体的な学びについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上向台小では、「自らめあてをもって学習に

取り組み、毎回の学びについて振り返る」と

いう学習の進め方を推進しています。アンケ

ートでは、約９割の児童がめあてをもってす

すんで学習していると肯定的に回答しまし

た。今後も、児童が明らかにしたいと思える

学習課題を設定するとともに、課題解決に向

けて見通しをもって取り組むことができる

ようにしていきます。そして、学習後の振り

返りを大切にし、新たな課題への動機付け

や、自己の成長への気付きを促し、主体的に

学ぶ態度を育んでいきます。 
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上向台小だより 
 

http://www.nishitokyo.ed.jp/e-kamimukoudai 
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２ 対話的な学びについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

３ 基礎基本の定着について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ タブレットの活用について  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 体育の授業について  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８～９割の児童が「自分の考えを相手に分か

りやすくまとめたり伝えたりすることがで

きている」と回答しました。直接的な対話だ

けでなく、オンライン上のほうが自分の考え

を表現することに抵抗が少ないと感じる児

童も見られました。様々な人との交流によっ

て、見方や考え方を広げたり、協働して問題

解決に取り組んだりする良さを実感できる

よう授業改善に努め、児童が多様な視点から

考えたり、根拠をもって自分の考えを表現し

たりする力を伸ばしていきます。 

肯定的な回答をした児童が多く、「授業で学

んだことを理解できている」と実感している

ことが分かります。一方で、７月に２年生以

上で実施した東京ベーシックドリル（算数）

の結果からは、一部定着に不十分な内容もあ

ることが分かりました。引き続き、朝学習の

時間や月１回の補習日などを活用しながら、

既習内容の定着に努めていきます。また、本

校では、「家庭学習のすすめ」に基づき、学

年×１０分を目安に家庭学習の仕方を指導

しています。これからも、学年の進行に応じ

て自主的な学習の時間を推奨するなど継続

的な指導をご家庭と連携しながら進めてい

きたいと思います。ご協力をお願いいたしま

す。 

今年度よりタブレットを活用した学習を進

めています。操作に慣れるところからスタ

ートし、初めのうちは十分な活用ができま

せんでしたが、アンケート結果からは、ど

の学年でも９割程度の児童がタブレットを

活用しながら学ぶことができていることが

分かります。また、９月に実施したオンラ

イン授業を通して、児童のスキルも向上し、

学習における活用の幅も広がってきていま

す。今後も、タブレットの良さを生かした

質の高い授業を目指していきます。 

本校では、昨年度に引き続き、体育科の授

業研究をすすめています。アンケートでは、

全校児童の９割が体育の学習について肯定

的に回答し、楽しく意欲的に取り組んでい

ることがうかがえます。また、学年が上が

るにつれて、課題意識を明確にしながら学

習の見通しをもって取り組む姿、自己の成

長を実感しながら全体でも高め合おうとす

る姿が見られています。認め合いや高め合

いにつながる対話を充実させ、自ら進んで

運動する児童を後押ししていきます。 
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６ 言葉遣いや 「さん」付けについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ いじめ防止について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 学校のきまりや 安全・健康について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「西東京市子ども条例」や「西東京あった

か先生」の趣旨の下、相手への思いやりや

人権感覚を育むために、誰に対しても「さ

ん」を付けて名前を呼ぶことを今年度より

全校で取り組んでいます。正しい言葉遣い

や相手を「さん」付けで呼ぶことが「でき

ている」と肯定的な回答を示した児童は全

校児童の６割となりました。学年により差

が見られますが、少しずつ意識が広がって

きていることが分かります。まずは、教職

員が手本となり、いつでも誰に対しても「さ

ん」を付けて呼ぶことや丁寧な言葉遣いを

することを心がけ、児童を取り巻く言語環

境を整えていきます。 

全体の９割以上の児童が「絶対にいじめを

しない」という意識をもって行動している

ことが分かります。本校では、道徳の授業、

学級活動などを通して、いじめは人権侵害

であり絶対に許されないものであることを

繰り返し指導しています。また、年３回の

「ふれあい月間」には、アンケートを通し

て全児童の悩みや不安を聞き、いじめの実

態を把握しています。引き続き、教職員の

組織的な対応を徹底し、いじめ防止に努め

るとともに、インターネットを通じてのい

じめなど、新たな問題にも対応していきま

す。今後も保護者の皆様のご理解・ご協力

の程よろしくお願いいたします。 

「学校のきまりを守り、安全や健康に気を

付けて生活することができている」と回答

した児童が全ての学年で９割を超えていま

す。日常の生活場面でも、児童が互いに声

を掛け合い、自らきまりを守る姿が多く見

られています。きまりを守る大切さを理解

し、実践できている姿を積極的に認め、褒

めていきます。また、タブレット活用に伴

い、情報活用のルールやマナーを身に付け

ることについても一層重要となります。発

達段階に応じて指導し、児童一人一人の情

報モラルを一層高められるようにしていき

ます。 
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９ 挨拶について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０ 異学年交流について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１ 地域との関わり・学習について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多くの児童が「自分から進んで挨拶してい

る」と回答しています。特に、登下校の際

には積極的に挨拶ができる児童が増えてお

り、学校全体に広がっています。今後はさ

らに、いつでも誰にでもすすんで挨拶をす

ることができるようにしていきます。大人

が率先して手本となる姿を示しながら、保

護者や地域の方に対しても積極的に挨拶で

きるよう、よりよい挨拶習慣を育んでいき

ます。 

「他学年との遊びや交流活動を楽しんでい

る」と回答した児童が全体の９割を占めま

す。コロナ禍により、縦割り班活動や全学

年が一度に集まって交流する機会が減って

いますが、１学期は、タブレットの使い方

を高学年が低学年に教えるなど、制限下に

おいても交流の機会を設けました。引き続

き、学年・学級単位での異学年との交流活

動や学習場面での学び合いや教え合いなど

可能な方法を模索しながら、異学年交流の

機会を保障していきます。 

 

８割以上の児童が「地域の『人・もの・こ

と』と関わって学習することが楽しい」と

回答しています。以前に比べて地域との直

接的な交流が難しい現状にありますが、「地

域とともにある学校」を目指し、主に、生

活科や総合的な学習の時間において、地域

の方とのつながりを作ったり、学んだりす

る活動を一層積極的に行っていきます。ま

た、状況に応じてオンラインを通したスペ

シャリストとの交流も実施していきたいと

考えています。現在、児童一人一人が地域

への愛着をもち、学年進行に伴って「地域

の一員として何ができるか」という視点を

もって探究できるようなカリキュラムを開

発中です。 

 


